
 

 

 

 

 

オールいしかわ方式によるドクターヘリの運用開始について 

 

 

平成３０年９月から運航を開始したドクターヘリについては、これまで、基地病

院である県立中央病院の救急医のみが搭乗し、消防機関等からの出動要請に応えて

運用してきました。 

今般、救急医療体制の充実強化のため、県立中央病院と、ドクターヘリ搭乗医師

の派遣に協力する病院において協定を締結し、県立中央病院以外の救急医もドクタ

ーヘリに搭乗する体制を構築し、オールいしかわ方式によるドクターヘリの運用を

開始します。 

 

記 

 

１ 取り組みの目的、経緯 

救急医療体制の充実強化を図るため、令和７年１０月、県医療計画推進委員

会災害・救急医療対策部会において、県全体でドクターヘリを運用する体制の

構築を提案し、了承された。 

令和７年１１月、県から三次救急医療機関などの、救急医療の基幹的な病院

に対し、救急医派遣の協力を依頼した結果、３病院から協力意向が示された。 

 

２ 県立中央病院と協定を締結する病院 

      ・金沢大学附属病院（２名） 

      ・金沢医療センター（１名） 

      ・金沢市立病院（１名） 

 

３ 協定締結日 

      ・令和８年５月１日 金沢大学附属病院 

（５月６日に派遣開始。以後、月２回程度派遣予定） 

      ・令和８年５月中  金沢医療センター、金沢市立病院 

      ※いずれも協定締結式は行わず、協定書を取り交わします。 

令和８年５月１日 
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